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９つの波長で火山を観測
　―活躍する｢VAM-90A｣―

 “震源核”を見る
　―地震の“始まる場所”に焦点―

｢活断層の物理｣で国際ワークショップ
　―防災科研の掘削プロジェクトに内外から関心―

台風災害防止に活躍
　―国連・台風委員会―

Hi-net神岡観測点､スーパーカミオカンデ事故の震動を観測
降積雪観測データをインターネットで公開
大矢雅彦早大名誉教授に感謝状
JICA研修｢自然災害防災研究コース｣エクアドル､トルコなどから６人が参加
災害に強い社会をめざして
　―防災科学技術研究所成果発表会の開催―
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この冊子は再生紙を使用しています｡

　今から約70年前にタイムスリップし

ます。昭和の初期です。当時、東北地

方では冷害が続いて人々の暮らしは苦

しいものでした。とくに雪と寒さの続

く冬のあいだは、作物がとれないばか

りか、交通も閉ざされ、大変不便な生

活をしていました。これを見かねた、

山形県出身の松岡俊三代議士が、国会

で初めて「雪国には雪による様々な障

害（雪害）がある」ということを訴え

ました。

　そこで、1933年（昭和８年）に雪害

に関する農林省の調査機関を新庄市に

置くことが決まりました。これが積雪

地方農村経済調査所（雪調）です。こ

こでは、雪の性質に関するものから民

具や漬物の作り方まで、広範囲の調査

研究が行われました。雪の分野では、

積雪の呼び名を全国共通にしたり、日

本の細かな積雪分布図を作ったりする

など、私たちの先駆けとなる成果を多

数残しています。そして設置からちょ

うど50年目の1983年にその歴史の幕を

閉じたのです。

　当時の面影を残す木造建築（有名な

建築家の今和治郎による設計）は、現

在は新庄市の「雪の里情報館」として

引き継がれています。ここでは、当時

の雪害運動の経緯や人々の生活ぶりが

展示されています。すぐ近くには「ふ

るさと歴史センター」があり、わらで

作った雪靴など雪の中で使用された民

具や、毎年催される夏祭りで入賞した

豪華な山車など新庄、最上地方の伝統

文化の歴史を見ることができます。

（問い合わせ先：長岡雪氷防災研究所

　新庄支所10233-22-7550）
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雪の里情報館（右が旧雪調）／開館時間9～17時､毎週水曜日休館､入館無料

ふるさと歴史センター  　　　　　　
雪国の民具が多数展示されています｡
／開館時間9～16時､毎週火曜日休館
大人300円･高校生100円･小学生50円

共通ホームページ　　　　　　　
http://www.city.shinjo.yamagata.jp


